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チ
ェ
コ
独
立
の
陰
に

　
　
　
　
　
音
楽
が
あ
っ
た

　

１
９
８
９
〜
１
９
９
０
年
に
か
け
て

チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
で
起
き
た
民
主
（
市

民
）
革
命
は
「
ビ
ロ
ー
ド
革
命
」
と
呼
ば

れ
て
い
る
。
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
傘
の
下
、

共
産
党
の
一
党
支
配
が
永
ら
く
続
い
た

チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
に
咲
い
た
民
主
化
の

波
は
、
１
９
６
８
年
に
同
国
に
お
い
て
自

由
化
運
動
が
進
め
ら
れ
た〝
プ
ラ
ハ
の
春
〟

を
起
点
と
す
る
。

　

こ
の
と
き
は
新
任
の
ド
プ
チ
ェ
ク
党
第

一
書
記
の
下
に
一
連
の
自
由
化
政
策
が
と

ら
れ
た
が
、
８
月
に
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機

構
軍
20
万
人
が
投
入
さ
れ
弾
圧
さ
れ
た
。

そ
れ
か
ら
お
よ
そ
20
年
を
経
て
、
民
主
化

の
動
き
が
再
び
高
ま
り
、
知
識
人
ら
に
よ

る
「
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
結
成
さ
れ
、

当
時
の
共
産
党
政
権
を
担
っ
て
い
た
ヤ
ケ

シ
ュ
共
産
党
指
導
部
は
総
退
陣
し
た
。
こ

の
結
果
「
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は
〝
プ
ラ

ハ
の
春
〟
の
指
導
者
ド
プ
チ
ェ
ク
を
連
邦

議
会
議
長
に
指
名
し
、
劇
作
家
ハ
ヴ
ェ
ル

を
大
統
領
に
選
出
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ

し
て
１
９
９
０
年
の
憲
法
改
正
で
国
名
が

「
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
」
か
ら
「
チ
ェ
コ

お
よ
び
ス
ロ
バ
キ
ア
連
邦
共
和
国
」
と
改

称
さ
れ
た
。

　

こ
の
「
ビ
ロ
ー
ド
革
命
」
に
続
き
、

１
９
９
３
年
に
は
チ
ェ
コ
と
ス
ロ
バ
キ
ア

の
分
離
運
動
を
経
て
連
邦
制
が
消
滅
し
、

チ
ェ
コ
と
ス
ロ
バ
キ
ア
に
分
離
し
た
の
は

記
憶
に
新
し
い
。
こ
ち
ら
は
「
ビ
ロ
ー
ド

離
婚
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

こ
の
「
ビ
ロ
ー
ド
」
と
い
う
呼
称
は
、

革
命
が
暴
力
を
と
も
な
わ
ず
ス
ム
ー
ズ
に

進
ん
だ
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
と
さ
れ
て

い
る
が
、
じ
つ
は
も
う
１
つ
、
チ
ェ
コ
の

大
統
領
と
な
っ
た
劇
作
家
ハ
ヴ
ェ
ル
の
物

語
が
隠
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

　

第
２
次
世
界
大
戦
の
後
、
や
っ
と
ナ
チ

ス
の
蹂
躙
か
ら
解
放
さ
れ
た
チ
ェ
コ
に
ソ

ビ
エ
ト
連
邦
が
軍
事
侵
攻
を
し
た
。
そ
の

傘
の
下
で
社
会
主
義
に
縛
り
付
け
ら
れ
た

チ
ェ
コ
の
人
々
は
、
相
変
わ
ら
ず
自
由
を

享
受
で
き
ず
に
い
た
の
だ
。
そ
う
し
た
中

で
抵
抗
運
動
を
続
け
て
い
た
市
民
た
ち
の

中
に
は
、
文
学
、
音
楽
、
宗
教
な
ど
、
多

様
な
文
化
も
根
付
い
て
い
っ
た
。
そ
う
し

た
さ
な
か
に
、
米
国
の
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド

「
ヴ
ェ
ル
ヴ
ェ
ッ
ト
・
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ウ

ン
ド
」
に
影
響
さ
れ
た
、
文
字
通
り
ア
ン

音
楽
が
歴
史
を
変
え
る

チ
ェ
コ
と
ド
イ
ツ
の
変
革
と
ロ
ッ
ク

Ⅳ

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

三
木
寛
郎

ダ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
活
動
し
て
い
た
「
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
・
ピ
ー
プ
ル
（
Ｐ
Ｐ
Ｕ
）」

と
い
う
バ
ン
ド
が〝
ロ
ッ
ク
を
演
奏
し
た
〟

と
い
う
理
由
だ
け
で
逮
捕
さ
れ
た
。
こ
の

事
件
が
き
っ
か
け
に
な
り
、
チ
ェ
コ
の
抵

抗
運
動
は
再
び
動
き
出
す
こ
と
に
な
る
の

だ
。

　

１
９
８
９
～
１
９
９
２
年
ま
で
チ
ェ
コ

ス
ロ
バ
キ
ア
大
統
領
、
そ
し
て
１
９
９
３

年
か
ら
２
０
０
３
年
ま
で
チ
ェ
コ
大
統
領

を
務
め
た
ヴ
ァ
ー
ツ
ラ
フ
・
ハ
ヴ
ェ
ル
は
、

１
９
９
８
年
、
当
時
の
米
国
大
統
領
だ
っ

た
ビ
ル
・
ク
リ
ン
ト
ン
に
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ

ス
に
招
か
れ
た
と
き
に
、

　
「
も
し
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
が
私
の
た
め

に
晩
餐
会
を
開
い
て
く
れ
る
の
で
あ
れ

ば
、ぜ
ひ
私
の
友
人
ル
ー
・
リ
ー
ド
（
ヴ
ェ

ル
ヴ
ェ
ッ
ト
・
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

も
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
に
呼
ん
で
彼
の
演
奏

を
聴
き
た
い
」

と
発
言
し
、
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
は
こ
れ

を
快
諾
。

ビロード革命
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ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
晩
餐
会
に
お
い

て
、
ル
ー
・
リ
ー
ド
の
ラ
イ
ブ
が
実
現
し

た
。

　

前
述
の
よ
う
に
、
元
来
劇
作
家
で
あ
っ

た
ハ
ヴ
ェ
ル
は
、
米
国
の
み
な
ら
ず
西
側

諸
国
の
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
に
傾
倒
し
、
そ

の
中
に
は
音
楽
も
含
ま
れ
て
い
た
。
ハ
ヴ
ェ

ル
の
こ
ん
な
言
葉
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　
「
な
ぜ
私
た
ち
が
あ
の
革
命
を
ビ
ロ
ー

ド
革
命
（
Ｖ
ｅ
ｌ
ｖ
ｅ
ｔ　

Ｒ
ｅ
ｖ
ｏ
ｌ

ｕ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
）
と
呼
ん
で
い
る
の
か
、
そ

の
理
由
を
わ
か
り
ま
す
か
」

　

あ
る
と
き
ハ
ヴ
ェ
ル
は
ル
ー
・
リ
ー
ド

本
人
に
「
あ
な
た
が
い
た
か
ら
、
私
は
大

統
領
に
な
っ
た
」
と
語
っ
た
と
い
わ
れ
て

い
る
。

　
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
前
夜

　

１
９
８
９
年
11
月
９
日
、
ベ
ル
リ
ン
市

内
を
分
断
し
、
東
ド
イ
ツ
と
西
ド
イ
ツ
を

分
断
し
て
い
た
〝
ベ
ル
リ
ン
の
壁
〟
が
事

実
上
廃
止
さ
れ
た
。〝
ベ
ル
リ
ン
の
壁
〟

は
東
ベ
ル
リ
ン
市
民
が
西
ベ
ル
リ
ン
に
脱

出
す
る
の
を
防
止
す
る
べ
く
、
１
９
６
１

年
８
月
13
日
に
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
（
東

ド
イ
ツ
）
政
府
が
東
西
ベ
ル
リ
ン
の
周
囲

に
築
い
た
防
壁
で
あ
り
、
戦
後
の
米
国
と

ソ
ビ
エ
ト
連
邦
に
よ
る
東
西
冷
戦
の
象
徴

的
な
存
在
と
な
っ
て
い
た
。
当
時
の
ベ
ル

リ
ン
は
冷
戦
の
象
徴
と
も
い
え
る
最
も
厳

し
い
対
立
点
で
も
あ
っ
た
。

　

東
ド
イ
ツ
市
民
の
大
量
出
国
の
事
態
に

さ
ら
さ
れ
て
い
た
東
ド
イ
ツ
政
府
は
、
旅

行
及
び
国
外
移
住
の
大
幅
な
規
制
緩
和

を
「
事
実
上
の
旅
行
自
由
化
」
と
い
う
形

で
発
表
し
、
そ
の
日
の
夜
に
ベ
ル
リ
ン
の

壁
に
ベ
ル
リ
ン
市
民
が
殺
到
し
混
乱
の
中

で
国
境
検
問
所
が
開
放
さ
れ
、
翌
11
月
10

日
に
は
ベ
ル
リ
ン
の
壁
の
撤
去
作
業
が
始

ま
っ
た
。

　

こ
の
〝
ベ
ル
リ
ン
の
壁
〟
崩
壊
に
も
音

楽
が
係
っ
て
い
る
。

　

英
国
の
ロ
ッ
ク
・
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
、

デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ボ
ウ
イ
で
あ
る
。
彼
は

１
９
７
０
年
代
に
一
時
期
西
ベ
ル
リ
ン
に

居
住
し
て
お
り
、
こ
の
時
に
生
ま
れ
た
３

枚
の
ア
ル
バ
ム『
ロ
ウ（
Ｌ
ｏ
ｗ
）』『
ヒ
ー

ロ
ー
ズ
（
Ｈ
ｅ
ｒ
ｏ
ｅ
ｓ
）』『
ロ
ジ
ャ
ー

（
Ｌ
ｏ
ｄ
ｇ
ｅ
ｒ
）』
は
「
ベ
ル
リ
ン
３
部

作
」
と
も
呼
ば
れ
、
ボ
ウ
イ
の
代
表
作
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
時
に
歌
わ
れ

た
の
が
、
ベ
ル
リ
ン
の
壁
の
近
く
で
デ
ー

ト
を
す
る
男
女
を
描
い
た
「
ヒ
ー
ロ
ー
ズ

（
Ｈ
ｅ
ｒ
ｏ
ｅ
ｓ
）」
と
い
う
曲
で
あ
る
。

こ
の
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ボ
ウ
イ
が
１
９
８
７

年
６
月
６
日
、
西
ベ
ル
リ
ン
の
ラ
イ
ヒ
ス

タ
ー
ク
（
国
会
議
事
堂
）
前
広
場
で
野
外

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
た
。
コ
ン
サ
ー
ト

会
場
は
〝
ベ
ル
リ
ン
の
壁
〟
に
隣
接
し
て

お
り
、
西
ベ
ル
リ
ン
の
観
客
に
向
け
て
行

わ
れ
た
野
外
ラ
イ
ブ
で
は
あ
っ
た
が
、
あ

え
て
壁
側
（
東
ベ
ル
リ
ン
側
）
に
設
置
さ

れ
た
ス
ピ
ー
カ
ー
の
４
分
の
１
を
壁
の
向

こ
う
に
向
け
、
ボ
ウ
イ
は
こ
う
叫
ん
だ
。

「
こ
の
壁
の
反
対
側
に
い
る
我
々
の
友
人

た
ち
の
た
め
に
幸
せ
を
祈
ろ
う
」

　

西
ベ
ル
リ
ン
に
は
８
万
人
の
観
衆
が
い

た
が
、
壁
の
向
こ
う
側
に
は
５
０
０
０
人

の
東
ベ
ル
リ
ン
市
民
が
集
ま
っ
て
い
た
。　

当
時
の
東
ベ
ル
リ
ン
で
は
、
許
可
な
く
集

会
を
開
い
た
だ
け
で
逮
捕
拘
束
さ
れ
る
状

況
で
あ
っ
た
が
、
東
ド
イ
ツ
政
府
警
備
兵

の
制
止
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
の

東
ベ
ル
リ
ン
市
民
が
立
ち
去
ろ
う
と
せ

ず
、
大
変
な
盛
り
上
が
り
と
な
っ
た
。
事

実
上
の
東
ド
イ
ツ
政
府
権
力
の
無
力
化
で

あ
っ
た
の
だ
。

　

こ
の
時
、ボ
ウ
イ
が
歌
っ
た「
ヒ
ー
ロ
ー

ズ
」に
は
、ベ
ル
リ
ン
の
壁
の
近
く
で
デ
ー

ト
す
る
恋
人
が
描
か
れ
て
お
り
、〝
ベ
ル

リ
ン
の
壁
〟
が
崩
壊
に
向
か
う
象
徴
の
曲

と
な
っ
た
。

　

そ
し
て
２
年
後
の
１
９
８
９
年
11
月
９

日
、〝
ベ
ル
リ
ン
の
壁
〟
は
崩
壊
す
る
。

ち
な
み
に
、
２
０
１
６
年
に
ボ
ウ
イ
が
亡

く
な
っ
た
時
、
ド
イ
ツ
外
務
省
は
「
さ
よ

な
ら
、
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ボ
ウ
イ
。
あ
な
た

は
英
雄
（
Ｈ
ｅ
ｒ
ｏ
ｅ
ｓ
）
だ
。
壁
を
壊

し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
と
ツ
イ
ー
ト

し
た
。

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
は
ど
ん
な
歌
が
…

　

チ
ェ
コ
と
ド
イ
ツ
、
２
つ
の
国
の
歴
史

に
は
音
楽
が
大
き
く
か
か
わ
っ
て
い
る
。

　

い
ま
、
世
界
が
注
目
す
る
、
ロ
シ
ア
の

軍
事
侵
攻
に
晒
さ
れ
て
い
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

は
ど
う
だ
ろ
う
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
大
統
領
で
あ
る
ウ
ォ
ロ

デ
ィ
ミ
ル
・
オ
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ヴ
ィ
チ
・

ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
は
、
も
と
俳
優
で
あ
る
。

　

ロ
シ
ア
が
進
行
し
て
き
た
当
初
、
ゼ
レ

ン
ス
キ
ー
氏
は
国
外
脱
出
を
準
備
し
て
い

る
と
の
情
報
も
流
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
を

は
っ
き
り
と
否
定
。
首
都
キ
エ
フ
の
大
統

領
府
の
外
で
撮
影
し
た
動
画
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
公
開
し
、
あ
く
ま
で
キ
エ
フ
に
と
ど
ま

り
、
ロ
シ
ア
軍
と
戦
い
続
け
る
と
強
調
し

た
。

　

そ
ん
な
彼
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
々
に
力

を
与
え
る
歌
を
、
誰
が
歌
う
の
だ
ろ
う
。

　

日
本
に
も
そ
ん
な
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が

居
て
ほ
し
い
。


